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薬剤リンパ球刺激試験（ DLST）  電子オーダー運用開始！！  

       委託（PHS 6651）  
 
 令和 4年 4月 1日より、薬剤リンパ球刺激試験（ DLST）が HISオーダーになりま

した。以前は、外注検査通知書（黄伝票）を使用した運用でしたが、現在では

電子カルテからのオーダーが可能になっております。薬剤数により必要標準の

採血量が指示されるよう設定されておりますが、リンパ球数が極端に少ない方

は指示以上の検体量が必要となります。依頼の際には、事前に委託担当までご

相談いただければと思います。その他、詳細については HIS掲示板をご覧いただ

きますよう、お願いいたします。  
【オーダー位置】  

機能別 2 →  19 .薬剤リンパ球刺激試験（ DLST）  
 

IgG4院内導入のお知らせ                 臨床化学（内  9303） 

 令和 4年 4月 1日より IgG4の院内導入を行っております。詳細は以下をご確認くだ

さい。  
 

【 測 定 試 薬 】： N-アッセイ  LA IgG4 
（ニットーボー）  

 【 採 血 管 ・ 量 】：血清茶  1mL 
【オーダー位置】：機能別 2  
       11 .免疫グロブリン・補体  
       IgG4 
 
相関：回帰式： y=0.88x+0 .35  
   相関係数： r=0.999  
   n=50 x： (旧 )外部委託  y： (現行 )院内  

   

免疫血清検査室からのお知らせ           免疫血清（内  9307） 

1.  HIV-WB検査中止のお知らせ  

 令和 4年 4月 1日より測定試薬の製造中止に伴い、院内での HIV-WB検査が中止

となっております。  
 

2.  ウイルス検査測定日変更のお知らせ  

 令和 4年 4月 1日よりウイルス検査（ RUV・MEV・MUV・CMV・VZV・HSV-IgG/  
IgM）の測定日を、週 1回以上不定期に変更しております。測定予定日の確認や、

結果が早く必要な場合は、免疫血清検査室にお問い合わせください。  
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委託（外注）検査室からのお知らせ              委託（PHS 6651） 

 

１．新規項目 

 令和 4 年 4 月 1 日より、下記検査項目の受付を開始しております。ご確認くださいます

よう、よろしくお願いいたします。  
委託先 検査項目 検査方法 検体種 容器 所要日数

RAS遺伝子変異解析
（BEAMing）

BEAMing法 全血 外60 5～7日

抗ミュラー管ホルモン
（AMH）

CLEIA法 血清 外00 2～4日

多発性骨髄腫解析セット
マロープラズマ10c

マルチパラメーター
フローサイトメトリー法

骨髄液 紫粉2 2～4日

血管内皮増殖因子
（VEGF）

EIA法 血清 外00 4～18日

抗GM1IgG抗体 ELISA法 血清 外00 8～17日
抗GQIbIgG抗体 ELISA法 血清 外00 8～17日

SRL

BML

LSIM
 

2．変更項目  
 令和 4 年 4 月 1 日より、下記検査項目の内容が変更となっております。ご確認ください

ますよう、よろしくお願いいたします。  
旧 現

名称 ソマトメジンC（IGF-Ⅰ） ソマトメジンC（IGF-１）
測定法 RIA固相法 ECLIA法
検体量 血清0.3mL 血清0.5mL

SRL

ソマトメジンC

 
 

旧 現
測定法 RIA・固相法 CLIA法

基準値
濃度：無し

排泄量：11.2～80.3
濃度：無し

排泄量：4.3～176.0

報告範囲
濃度：≦5.0～最終値
排泄量：0.5～最終値

濃度：＜8.0～最終値
排泄量：0.1～最終値

BML

尿コルチゾール
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旧 現
名称 レニン濃度（PRC） レニン濃度（ARC）
基準値 随時：1.2～35.4 2.21～39.49
報告上限 ≧5000 ≧10000
報告下限 ＜0.6 ＜0.20
報告桁数 少数1位、有効3桁 少数2位、有効4桁
基準値 ＜10.0 ≦12.3
報告下限 ＜8.0 ＜4.0

Span-1 所要日数 2～5日 2～4日
測定法 RIA法 CLEIA法
基準値 ≦10 ＜2.0
報告下限 ＜10 ＜2.0
報告上限 整数、有効3桁 少数1位、有効3桁

抗カルジオリピン抗体IgG

尿ミオグロビン

LSIM

レニン濃度

 

 
3．中止項目  
 令和 4 年 3 月 31 日受付分をもって、下記項目のオーダリングシステム依頼が終了とな

っております。今後、検査提出の際は外注検査通知書（黄伝票）をご使用ください。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「免疫電気泳動（血清、尿）」と「ガストリン」は、委託先の受託自体が終了と 

なりました。ご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委託先 検査項目
RSウイルス抗体

脂肪酸分画（24成分）
免疫電気泳動

尿中免疫電気泳動
BML ガストリン

SRL
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採血室からのお願い                    採血室（内  9300） 

 日頃は採血室業務にご協力頂きありがとうございます。  

 現在、午前中は患者様が多く、採血室内や待ち合い室が大変混雑しておりますので、

以下の 2 つの運用をしていただくようにお願い申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

＜中央診療棟 3 階見取り図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
【採用】   （配属）       【退職】   （所属） 
藤田 望  検体（緊急・化学・免疫）  小笠 佐知子  検体（緊急・化学・免疫）           
吉岡 冴夏  検体（緊急・化学・免疫）  岸 美佐子   検体（緊急・化学・免疫） 
鮫島 広大  細菌                    （3 月 31 日付） 
西村 泰香  生理  
前田 珠理  中央採血室  
     （4 月 1 日付）  

 
＜スタッフ＞  
赤岩  沙紀 村田 梨菜 川西  智子  
山口  夏美 藤野  恵 中川  裕美  
漆原  南実 森田  沙瑛   佐藤  雅美  
中尾  隆之  
 

＜編集後記＞  
 春風が肌に心地よい季節になり、新年

度が始まりました。環境が変わった方も

そうじゃない方も、新たな目標を立てて

前向きに日々を過ごしましょう！（中川） 

 
 

1. 入院患者様の出血時間は可能な限り午後にして下さい。  
 
2. 採血室の通り抜けをしないで下さい。  
（外来や病棟から検体運搬の際は、緊急検査室入口より検査部内へ入って下さい。） 

自動ドア  

緊急検査室  

入口  

検体受付 

トイレ 階段 

←病棟 中央診療棟廊下 外来診療棟→ 

ワンフロアー 

中央採血室 

人事往来  


